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主　な　内　容

　市の人口と世帯　平成19年4月1日現在　男40,925人　女41,596人　計82,521人 (前月比▲257)　世帯数28,394世帯(前月比▲14)
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均
衡
あ
る
発
展
と

  
一
体
感
の
醸
成
を
最
優
先
に

　

石
岡
市
は
、
今
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ

ス
テ
ム
を
確
立
し
、
経
費
の
徹
底
し
た
見
直
し

と
、
自
主
財
源
の
確
保
が
急
務
で
す
。

　

本
市
の
財
政
は
、
収
入
面
で
は
、
税
制
の
改

正
や
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
市
税
の
一
定
の
増
収

が
期
待
で
き
る
も
の
の
、
地
方
交
付
税
や
地
方

譲
与
税
が
削
減
さ
れ
て
、
自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

　

支
出
面
は
、
扶
助
費
の
増
大
は
も
と
よ
り
、

継
続
事
業
や
合
併
特
例
債
事
業
が
予
定
さ
れ
て

ま
ち
づ
く
り
の
方
策

　

平
成
19
年
第
１
回
石
岡
市
定
例
会
の
初
日
、
横
田
凱
夫

市
長
は
市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
主
要
施
策
の
大
綱
な
ど

新
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
の
重
点
的
な
取
組
み
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

本
市
の
潜
在
力
を
大
き
く
開
花
さ
せ
、
産
業

の
振
興
や
市
民
生
活
の
向
上
を
図
る
に
は
、
都

市
基
盤
の
整
備
が
必
要
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
地
域
の
意
向
を
踏
ま
え
た
均
衡
あ
る

土
地
利
用
と
地
域
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

　

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
基
軸
路

線
と
し
て
次
の
事
業
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

・
国
道
6
号
千
代
田
・
石
岡
バ
イ
パ
ス

・
国
道
３
５
５
号
石
岡
・
岩
間
バ
イ
パ
ス

・
広
域
幹
線
道
路
で
あ
る
県
道
石
岡
・
つ
く
ば
線

・
県
道
飯
岡
・
石
岡
線
、
県
道
石
岡
・
筑
西
線

　

(
林
地
内)

の
各
バ
イ
パ
ス

・
主
要
道
路
で
あ
る
県
道
石
岡
・
城
里
線

　

合
併
特
例
債
事
業
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

道
路
整
備
は
、
県
の
支
援
制
度
を
活
用
し
て
早

期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
利
便
性
の
向
上
と
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
常
磐
自
動
車

道
に
新
た
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
建
設
を
目

お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営
を

強
い
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
、
合
併
し
て
2
度
目
の
本
格
的
な
予
算

編
成
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
財
政
構
造

が
年
々
悪
化
し
、
予
算
編
成
は
、
基
金
の
取

り
崩
し
な
ど
で
、
よ
う
や
く
財
政
収
支
の
均
衡

を
図
る
と
い
う
危
機
的
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
最
大
の
課
題
は
行
財
政
改

革
の
適
切
な
実
行
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
次
の
８
つ
の

基
本
政
策
を
掲
げ
、そ
の
具
体
化
を
進
め
ま
す
。

明
日
を
拓
く
ま
ち
へ

指
し
ま
す
。

　

市
民
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
代
替

バ
ス
運
行
補
助
と
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
の
八
郷
地

区
へ
の
拡
大
を
図
り
、
新
し
い
公
共
交
通
の
確

立
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
市
の
豊
か
な
水
と
緑
を
保
全
す
る
と
と
も

に
、
住
民
や
来
訪
者
が
身
近
に
ふ
れ
あ
い
安
ら

げ
る
よ
う
、
上
池
公
園
の
再
整
備
に
向
け
て
、

市
民
参
加
の
も
と
基
本
設
計
に
入
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
情
報
通
信
網
の
整
備
促
進
の
た

め
、
地
域
情
報
化
計
画
の
策
定
や
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
環
境
整
備
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

産
業
の
輝
く
ま
ち
へ

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
田
農
業
は
、
石

岡
市
域
の
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
、
産
地

づ
く
り
推
進
事
業
に
よ
り
農
業
者
と
そ
の
団
体

が
自
主
的
に
生
産
調
整
を
行
う
体
制
づ
く
り
を

図
り
ま
す
。

　

商
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
新
・
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
活
性

化
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　

観
光
振
興
で
は
、
自
然
と
歴
史
を
融
合
さ
せ

観
光
客
の
誘
客
に
向
け
た
観
光
振
興
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
つ
く
ば
周
辺
地
域
の
地
域
資
源
を

結
ぶ
周
遊
ル
ー
ト
づ
く
り
と
楽
し
く
学
べ
る
体

験
・
学
習
型
の
観
光
を
進
め
る
た
め
、
旧
朝
日

小
学
校
を
利
用
し
た
長
期
滞
在
型
の
体
験
・
学

習
観
光
事
業
を
進
め
ま
す
。

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

　

台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
な
ど
、
自
然

平
成
19
年
度 

石
岡
市
長 

施
政
方
針
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笑
顔
と
元
気
の
あ
る
ま
ち
へ

　

近
年
は
、
心
身
と
も
に
自
立
し
て
健
康
に
生

き
ら
れ
る
「
健
康
寿
命
」
が
注
目
さ
れ
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
や
そ
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
で
は
、
緊
急
診
療
所
の
運
営
や
病

院
群
輪
番
制
を
実
施
し
、
救
急
専
門
病
床
の
施

設
整
備
を
進
め
、
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
運
用

と
、「
で
き
る
限
り
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ

う
に
」
そ
の
予
防
に
も
重
点
を
置
き
ま
す
。

　

児
童
福
祉
は
、
重
点
的
に
進
め
た
い
施
策
の

一
つ
で
す
。
子
供
を
産
み
、
育
て
る
な
か
、
保

護
者
の
経
済
的
、
精
神
的
負
担
や
不
安
を
軽
減

す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

・  

不
妊
治
療
費
の
一
部
助
成

・  

妊
婦
健
診
の
回
数
を
２
回
か
ら
５
回
へ
増
や
す

・  

第
３
子
以
降
の
保
育
園
児
へ
の
支
援

・ 

マ
ル
福
医
療
制
度
の
拡
大
（
入
院
時
の
医
療

　

 

費
の
一
部
助
成
を
中
学
生
ま
で
対
象
）

・  

児
童
手
当
の
３
歳
未
満
児
に
対
す
る
増
額

・  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充

・  

病
児
・
病
後
児
保
育
の
支
援

　

今
年
は
11
月
に
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城

２
０
０
７
」
が
開
催
さ
れ
、
当
市
は
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会
の
開
催
地
で
す
。
大
会

の
成
功
に
向
け
て
十
分
な
準
備
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が
施

行
さ
れ
、
10
月
か
ら
新
サ
ー
ビ
ス
体
系
へ
移
行

し
ま
す
。
新
法
に
基
づ
き
、「
自
立
支
援
給
付
」

と
「
相
談
支
援
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
・

日
常
生
活
用
具
給
付
等
地
域
生
活
支
援
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。　

　

学
校
施
設
の
整
備
・
充
実
は
、
児
童
生
徒
数

の
減
少
に
よ
る
、
小
規
模
学
校
を
解
消
す
る
た

め
、
学
校
の
適
正
規
模
、
配
置
等
の
検
討
を
受

け
、
統
廃
合
、
耐
震
化
優
先
度
調
査
等
に
基
づ

き
、
改
築
・
改
修
等
を
計
画
的
に
行
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
調
理
施
設
の
整

備
を
進
め
、
学
校
と
連
携
し
た
食
の
指
導
や
安

全
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。
特
色
あ
る
学
校
教

育
で
は
、
多
様
な
経
歴
を
も
つ
社
会
人
を
講
師

に
迎
え
、
児
童
生
徒
の
生
き
る
力
を
育
成
す

る
た
め
、「
学
校
い
き
い
き
プ
ラ
ン
推
進
事
業
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

放
課
後
の
小
学
校
の
施
設
を
活
用
し
て
、
地

域
住
民
と
子
供
た
ち
が
、
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
を
行
う
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
モ
デ

平成19年度予算特集

　

自
然
環
境
の
保
全
・
共
生
に
つ
い
て
は
、
行

政
・
事
業
者
・
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
自
然
環

境
の
保
全
に
努
め
、
環
境
測
定
の
継
続
的
な
実

施
や
、
地
域
住
民
と
連
携
し
た
不
法
投
棄
対
策

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
環
境
や
数
多
く
の
歴
史
資
源
と

の
調
和
を
図
る
た
め
、良
好
な
景
観
の
保
全
や
、

魅
力
あ
る
都
市
景
観
創
り
に
努
め
ま
す
。　

協
働
で
歩
む
ま
ち
へ

　

住
民
の
自
治
意
識
が
高
ま
り
を
見
せ
る
中
、

自
治
会
な
ど
を
中
心
と
し
た
住
民
自
治
へ
の
積

極
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
限
ら
れ
た
財
源
で
、
効
果
的
な
施

策
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、
市
民
か
ら

の
意
見
や
要
望
を
的
確
に
把
握
し
、
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
公
募
委
員

の
拡
充
や
会
議
の
公
開
の
推
進
、
研
究
集
会
な
ど

の
手
法
を
活
用
し
ま
す
。

　

市
民
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
よ
り
良
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
市
民
と
の
対
話
を
引

き
続
き
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
石
岡
市
行
財
政
改
革
大
綱
と

集
中
改
革
プ
ラ
ン
や
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
な
ど

一
連
の
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
体
制
づ
く
り
を
図

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
職
員
数
の
削
減
に
よ
り
人

件
費
を
抑
制
し
、
石
岡
市
定
員
適
正
化
計
画
を

着
実
に
実
行
し
ま
す
。
組
織
機
構
の
再
編
を
行

い
関
連
す
る
課
の
統
廃
合
に
よ
り
ス
リ
ム
化
を

図
り
ま
す
。

　

以
上
が
、
私
の
平
成
19
年
度
に
臨
む
、
市
政

運
営
の
あ
ら
ま
し
で
す
。
新
年
度
は
、
総
合
計

画
に
基
づ
く
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
本
格
的
な

ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。
市
民
と
と
も
に
「
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
」
の
た
め
、
全
力
で

市
政
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

※
市
長
の
施
政
方
針
全
文
は
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
行
政
情
報
」
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
秘
書
広
聴
課
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

人
を
育
む
ま
ち
へ

自
然
と
調
和
す
る
ま
ち
へ

目
指
し
て

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

ル
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

貴
重
な
歴
史
資
産
を
保
護
・
保
存
し
、
多

様
な
交
流
を
育
む
資
産
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
、
歴
史
探
訪
ル
ー
ト
の
設
定
や
歴
史
資
産
の

周
辺
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

行
政
連
絡
員
制
度
は
、
区
長
・
協
力
員
と
し

て
統
一
さ
れ
ま
す
。
住
民
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ

プ
役
と
し
、
極
め
て
重
要
な
役
目
を
担
い
ま
す

の
で
、
区
長
自
治
連
合
会
に
対
す
る
支
援
を
行

い
ま
す
。

災
害
に
対
す
る
備
え
の
重
要
性
が
増
し
、
地
域

ぐ
る
み
の
消
防
・
防
災
体
制
の
充
実
や
救
急
体

制
の
整
備
を
よ
り
進
め
「
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

防
犯
面
で
は
、「
エ
ン
ゼ
ル
パ
ト
ロ
ー
ル
」

制
度
を
引
き
続
き
推
進
し
、
街
路
灯
の
設
置
、

防
犯
灯
の
設
置
助
成
に
も
努
め
ま
す
。

　

救
急
体
制
は
、
突
然
の
心
停
止
へ
の
対
応
と

し
て
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
18

年
度
か
ら
の
３
か
年
で
市
内
施
設
20
か
所
に
設

置
し
ま
す
。
防
災
対
策
で
は
、
有
事
の
際
の
国

民
保
護
に
係
る
内
容
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
地

域
単
位
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

３　広報いしおか　№３８



   

平
成
19
年
度
予
算

５
０
１
億
円

　

一
般
会
計
予
算
は
、
２
４
８
億
円
で
前
年
度

と
比
べ
６
・
９
％
の
減
、
18
億
３
５
０
０
万
円

少
子
化
対
策
を
強
化

　

収
入
面
で
は
、
市
税
に
お
い
て
税
源
移
譲

と
、
恒
久
減
税
の
廃
止
に
伴
い
、
前
年
度
比

　

市
の
財
政
は
、
収
入
面
で
税
の
制
度
改
正
に

よ
っ
て
市
税
の
増
収
が
期
待
で
き
る
も
の
の
、

国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
っ
て
地
方
交
付
税

な
ど
が
減
額
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

支
出
面
で
は
、
継
続
事
業
や
合
併
特
例
債
事

業
が
予
定
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
財
源
を
確
保
す

る
に
は
、
今
後
も
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況

が
強
い
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

平
成
19
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
事

務
事
業
の
一
元
化
を
し
っ
か
り
と
進
め
「
継
続

性
の
確
保
」
と
「
新
市
の
均
衡
あ
る
発
展
と
住

民
の
一
体
感
の
醸
成
」
を
最
重
点
に
、
限
ら
れ

た
財
源
を
重
点
的
か
つ
効
果
的
に
配
分
し
ま
し

た
。
不
足
す
る
財
源
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限

り
内
部
事
務
経
費
を
圧
縮
し
、
経
常
経
費
を
削

減
し
て
、「
全
庁
的
な
改
革
行
動
と
連
動
し
た

予
算
づ
く
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

市税…市民税や固定資産税などの税金

地方交付税…一定水準の行政サービスを提供

　できるように、国から交付される交付金

国県支出金…特定の事業に対する国や県から

　の補助金など

市債…国や銀行などからの借入金

その他…使用料及び手数料、地方消費税交付

　金、　分担金及び負担金、諸収入など

市   税
106 億 4,369 万円

（42.9%）

収　入

一般会計の予算構成
一般会計　２４８億円　　

特別会計　２５３億８９７６万円

 合  計　 ５０１億８９７６万円

会　計　別
平成 19 年度
予算額　　A

平成 18 年度
予算額　　B

増減額（A-B）
　          　C

増減率

C/B × 100
    一 　般 　会　 計 24,800,000 26,635,000 △ 1,835,000 △ 6.9
　

　

特

　

別

　

会

　   

計

授産所 29,024 29,814 △ 790 △ 2.6
国民健康保険 8,888,740 8,122,757 765,983 9.4
簡易水道事業 21,570 21,785 △ 215 △ 1.0
下水道事業 3,056,072 3,200,000 △ 143,928 △ 4.5
駐車場 16,057 26,004 △ 9,947 △ 38.3
老人保健 6,593,000 6,958,000 △ 365,000 △ 5.2
石岡駅東土地区画整理事業 64,749 151,228 △ 86,479 △ 57.2
農業集落排水事業 1,014,164 864,184 149,980 17.4
公共用地先行取得事業 202,672 207,775 △ 5,103 △ 2.5
霊園事業 36,990 36,714 276 0.8
介護保険 4,301,931 3,925,427 376,504 9.6
介護サービス事業 214,283 269,123 △ 54,840 △ 20.4
水道事業 950,515 952,893 △ 2,378 △ 0.2
　　特別会計　計 25,389,767 24,765,704 624,063 2.5

　　　総　合　計 50,189,767 51,400,704 △ 1,210,937 △ 2.4

単位：千円、％

一
般
会
計

特
別
会
計

総
額
で

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
や

介
護
保
険
等
の
特
別
会
計
を
含
め
た
全
体
の
予

算
規
模
で
も
、
５
０
１
億
８
９
７
６
万
円
と
前

年
度
よ
り
２
・
４
％
減
少
し
て
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
少
子
化

対
策
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
保
育
料
の
減
免
措

置
や
児
童
手
当
の
上
乗
せ
措
置
、
さ
ら
に
医
療

費
助
成
制
度
の
拡
大
等
児
童
福
祉
関
係
や
不
妊

治
療
費
補
助
金
、
妊
婦
健
診
委
託
事
業
の
拡
充

な
ど
、
保
健
衛
生
費
が
伸
び
て
い
ま
す
。
減
少

の
要
因
は
職
員
人
件
費
の
削
減
や
茨
城
県
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
な
ど
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に

よ
る
委
託
料
の
削
減
、
公
共
事
業
の
縮
減
、
特

に
前
年
度
に
実
施
し
た
石
岡
給
食
セ
ン
タ
ー
改

築
事
業
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
特
別
会
計
で

は
、
前
年
度
比
６
億
２
４
０
６
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
主
な
も
の
は
、
国
民
健
康

保
険
に
お
け
る
保
険
財
政
安
定
化
拠
出
金
の

増
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
実
施
、
介
護
保
険

等
の
事
業
費
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

将
来
の
社
会
資
本
整
備

広報いしおか　№３８　４

地方交付税
52 億 5,900 万円

（21.2%）

国県支出金
32 億 9,241 万円

（13.3%）

市　債
15 億 4,970 万円

（6.2%）

その他
40 億 5,520 万円

（16.4%）



　

務

義

的

費

経

投
経的

資
費

費

政

行

般

一

経

　

支
出
の
性
質
別
で
は
、
そ
の
支
出
が
制
度
上

決
め
ら
れ
て
い
る
義
務
的
経
費
の
公
債
費
が
、

最
近
の
金
利
の
動
向
か
ら
０
・
８
％
伸
び
て
い

る
も
の
の
、
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
人
件

費
と
扶
助
費
の
減
に
よ
り
、
全
体
で
は
前
年
度

比
０
・
８
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

道
路
や
保
育
所
・
学
校
と
い
っ
た
将
来
の
社

会
資
本
を
整
備
す
る
投
資
的
経
費
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

・ 

保
育
所
整
備
費
補
助
金     （
６
９
７
５
万
円
）

・ 

農
道
整
備
事
業         （
１
億
２
８
９
０
万
円
）

・ 

林
道
整
備
事
業    　
　
　

 （
７
１
２
９
万
円
）

・  

臨
時
地
方
道
整
備
事
業（
３
億
７
５
５
０
万
円
）

・  

一
般
市
道
整
備
事
業
（
３
億
３
５
２
１
万
円
）

・ 

合
併
市
町
村
幹
線
道
路
緊
急
整
備
支
援
事

業  

（
２
億
２
０
０
０
万
円
）
な
ど
、
合
計
で

17
億
３
３
９
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
全

体
で
は
前
年
度
比
47
・
４
％
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
主
な
要
因
と
し
て
は
、
前
年
度
の
石
岡

給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
費
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

施
設
の
管
理
運
営
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

使
わ
れ
る
一
般
行
政
経
費
で
は
、
ふ
れ
あ
い
交

流
施
設
や
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
等
の
委
託

料
が
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
物

件
費
で
、
２
億
４
２
５
７
万
円
の
減
、
大
規

模
な
施
設
な
ど
が
老
朽
化
や
更
新
期
を
迎
え

た
た
め
、
そ
の
維
持
補
修
費
と
し
て
前
年
度

比
２
・
０
％
増
の
２
億
２
８
０
８
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
投
資
及
び
出
資
金
で

は
、
湖
北
水
道
企
業
団
が
行
う
老
朽
管
の
布

設
替
な
ど
の
経
費
に
充
て
る
た
め
、
全
体
で

４
１
６
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
は
、
介
護
保
険

特
別
会
計
が
前
年
度
と
比
べ
８
１
５
４
万
円
増

の
７
億
１
５
６
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
も
の

の
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
や
駅
東
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
が
大
き
く
減
額
し
、
全

体
で
も
０
・
２
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支　出

人件費…職員の給与、共済費などの経費

扶助費…生活保護、児童扶養手当、老人福祉費などの経費

公債費…借り入れた市債の返済にかかる元金及び利子

普通建設事業…保育所、学校などの公共施設の建設、道路や公園等

　　　　　　　生活基盤の整備にかかる経費

物件費…施設の維持管理や運営にかかる経費

補助費等…団体運営や事業などに対する補助金や負担金

性質別に分けた支出 目的別に分けた支出

総務費…市の組織全体の運営、徴税、選挙 、統計などの経費

民生費…児童、高齢者、障害福祉や医療福祉、生活保護などの経費

衛生費…健康診査や予防接種、ごみの収集・処理等の経費

農林水産業費…農・林業の振興にかかる経費

土木費…道路や橋、公園などの整備や管理にかかる経費

消防費…火災や水害などから市民の皆さんを守るための経費

教育費…小・中学校の整備や生涯学習、スポーツ振興等の経費

公債費…公共施設整備のため、国などから借りたお金の返済に充て

　　　　る経費

目的別性質別

平成19年度予算特集

11
・
２
％
増
の
１
０
６
億
４
３
６
９
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
に

比
べ
て
２
・
３
％
減
の
52
億
５
９
０
０
万
円
を

計
上
し
て
ま
す
。

　

市
税
と
地
方
譲
与
税
、
地
方
交
付
税
、
臨

時
財
政
対
策
債
な
ど
の
主
な
一
般
財
源
の
総
額

は
、
１
９
１
億
１
６
７
５
万
円
で
前
年
度
と
比

べ
２
億
２
２
０
２
万
円
の
減
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
財
源
の
減
額
を
補
う
た
め
、
財

（
※
）
政
調

整
基
金
等
か
ら
の
繰
入
金
を
、
前
年
度
比
13
％

減
の
６
億
３
５
９
４
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
市
債
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道
路
整
備
や
市

道
・
排
水
路
整
備
事
業
、
消
防
施
設
整
備
事

業
な
ど
の
投
資
的
経
費
に
充
て
る
た
め
合
計

15
億
４
９
７
０
万
円
（
前
年
度
比
46
・
６
％
の

減
）を
計
上
し
て
い
ま
す
。大
幅
に
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
大
き
な
要
因
は
、
前
年
度

の
石
岡
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業
債
の
減
、
そ

し
て
臨
時
財
政
対
策
債
・
減
税
補
て
ん
債
が

減
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

支　出

※予算額は万単位で表示しています。

５　広報いしおか　№３８

総務費
29 億 3,047 万円

（11.8%）

民生費
72 億 9,694 万円

（29.4%）

衛生費
21 億 1,642 万円

（8.5%）農林水産業費（6.0%）
14 億 7,336 万円

消防費（5.9%）
14 億 5,996 万円

土木費
30 億 7 万円

（12.1%）

教育費
26 億 374 万円

（10.5%）

公債費（11.7%）
29 億 1,092 万円

その他（4.1%）
10 億 812 万円

人件費
61 億 6,691 万円

（24.9%）

扶助費（15.2%）
37 億 7,746 万円

公債費
29 億 1,029万円

（11.8%）
普通建設事業
17 億 3,393 万円

（7.0%）

繰出金
35 億7,130万円

（14.4%）

物件費
35 億1,688 万円

（14.2%）

補助費等（10.7%）
26 億 6,268 万円

（
※
）
財
政
調
整
基
金
と
は

　

年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡

を
調
整
す
る
た
め
、
財
源
に

余
裕
の
あ
る
年
度
に
積
立
て

を
行
い
、
財
源
不
足
が
生
じ

る
年
度
に
活
用
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

その他（1.8%）
4 億 5,785 万円



● 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
１
２
万
円

● 

石
岡
駅
周
辺
整
備
事
業     　
　

６
０
９
万
円

● 

合
併
市
町
村
幹
線
道
路
緊
急
整
備
支
援
事
業

　

 （
上
林
・
上
曽
線
、
仮
称
美
野
里
・
八
郷
線
、 

　
　

仮
称
八
郷
・
新
治
線
）     

２
億
２
０
７
２
万
円

● 

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
社
会
実
験
調 

　

 

査
委
託
料　
　
　
　
　
　

   

１
７
５
０
万
円

● 

臨
時
地
方
道
整
備
事
業
９
路
線
（
恋
瀬
川
左

　

 

岸
堤
・
北
根
本
・
碁
石
沢
・
東
府
中
・
下
林
・

　

 

真
家
ほ
か
）　      　
　

３
億
７
５
５
０
万
円

●
一
般
市
道
整
備
事
業　

２
億
５
７
９
２
万
円

● 

石
岡
市
代
替
バ
ス
運
行
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
９
１
万
円

● 

石
岡
市
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
０
万
円

産
業
の
輝
く
ま
ち
へ

（
産
業
の
振
興
）

● 

認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
７
万
円

● 

畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
（
三
村
・
東
成
井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　

４
３
８
７
万
円

● 

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

　

 

交
付
金　
　
　

    　
　
　
　

    
３
９
２
万
円

● 

産
地
づ
く
り
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
２
５
６
７
万
円

● 

農
道
整
備
事
業
（
小
屋
・
永
沼
・
上
青
柳
・
八

　

 

郷
中
央
地
区
・上
根
・柴
間
・川
又
・
金
指
地
区
）

　

  　

  　
　
　
　
　
　
　

１
億
７
２
８
８
万
円

● 

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
運
営
経
費　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
５
５
万
円

● 

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
支
援
業 

　

 

務
委
託
料　
　
　
　
　
　
　

６
２
０
万
円

●  

中
小
企
業
事
業
資
金
保
証
料
補
給
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
４
８
０
万
円

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

（
安
全
な
地
域
づ
く
り
）

● 

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
８
万
円

● 

街
路
灯
・
防
犯
灯
事
業  　
　

  

５
９
３
万
円

● 

消
防
機
械
整
備
事
業   

１
億
２
０
０
０
万
円

● 

消
火
栓
の
整
備
事
業   　
　

１
５
４
０
万
円

● 

防
災
訓
練
に
か
か
る
経
費   　

１
５
３
万
円

笑
顔
と
元
気
の
あ
る
ま
ち
へ

（
保
険
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
）

● 

健
康
づ
く
り
事
業　
　
　
　
　

６
０
６
万
円

● 

特
定
健
診
事
業　
　
　
　
　

７
７
７
４
万
円

● 

地
域
医
療
の
充
実

　

・
病
院
群
輪
番
制
運
営
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
１
１
１
万
円

　

・
病
院
群
輪
番
制
施
設
整
備
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
６
３
４
万
円

● 

高
齢
者
等
支
援
事
業　
　
　

３
４
９
４
万
円

● 

在
宅
老
人
サ
ー
ビ
ス
事
業
１
３
０
１
万
円

● 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
拠
点
等
施
設
整
備
費

　

 

補
助
金　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
０
万
円

● 

後
期
高
齢
者
医
療
経
費  　

２
１
８
８
万
円

● 

児
童
手
当
経
費　
　
　

６
億
３
６
０
０
万
円

● 

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業  　

３
１
２
万
円

● 

次
世
代
育
成
支
援
対
策
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
８
２
２
万
円

● 

保
育
所
整
備
費
補
助
金   　

６
９
７
５
万
円

平
成
19
年
度
の
主
な
事
業

● 

観
光
振
興
計
画
策
定
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
８
０
万
円

● 

つ
く
ば
ね
し
し
鍋
ま
つ
り
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
６
万
円

● 

獅
子
頭
修
繕
工
事　
　
　
　

   

６
０
０
万
円

● 

ふ
れ
あ
い
の
森
施
設
整
備
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
４
０
万
円本番さながらの防災訓練

明
日
を
拓
く
ま
ち
へ

（
都
市
基
盤
の
整
備
）

整備が進む八郷中央地区農道

市内全域で運行される乗合いタクシー

いきがいデイサービスの様子

● 

は
新
規
事
業

広報いしおか　№３８　６



● 

少
子
化
対
策
に
よ
る
保
育
料
軽
減
額
（
第
３

　

 
子
以
降
の
保
育
料
減
免
と
幼
稚
園
児
保
護 

　

者
へ
の
支
援
）　　
　
　
　

２
５
４
１
万
円

● 

不
妊
治
療
費
補
助
金　
　

     

１
５
０
万
円

● 

妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
委
託
料 

（
健
診
回
数                   

　

 

を
２
回
か
ら
５
回 
へ
） 　

   

２
８
６
０
万
円

● 

放
課
後
児
童
対
策
事
業
（
市
内
小
学
校
15
校 

　

 

で
実
施
）       　
　
　

   　
　

７
１
８
１
万
円

● 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
大
会
石
岡
市
実
行
委

　

 

員
会
交
付
金　
　
　
　
　
　

  

８
９
８
万
円

● 

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
億
６
９
６
５
万
円

● 

教
育
用
パ
ソ
コ
ン
借
上
料
（
小
・
中
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
４
８
２
万
円

● 

学
校
い
き
い
き
プ
ラ
ン
推
進
事
業
（
小
・
中  

　

 

学
校
）  　
　
　
　
　

  　
　

１
７
２
６
万
円

● 

教
育
活
動
指
導
員
配
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
５
３
万
円

● 

学
校
教
育
支
援
事
業　
　
　

１
７
３
２
万
円

● 

語
学
指
導
事
業　
　
　
　
　

１
４
８
６
万
円

● 

TT
特
別
配
置
事
業　
　
　

２
３
６
８
万
円

● 

放
課
後
こ
ど
も
教
室
推
進
事
業
（
モ
デ
ル
校

　

 

吉
生
小
学
校
）　　
　
　
　
　

  

８
２
万
円 

● 

幼
稚
園
教
育
振
興
事
業　
　

 

８
６
２
８
万
円

● 

社
会
教
育
振
興
事
業　
　
　

 

１
１
４
５
万
円

● 

生
涯
学
習
推
進
事
業　
　

 　
　

３
３
０
万
円

● 

文
化
財
保
護
保
存
及
び
発
掘
調
査
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

４
１
９
５
万
円

● 

芸
術
・
文
化
振
興
事
業　

 　
　

３
８
６
万
円

● 

国
民
文
化
祭
開
催
事
業
経
費     　

７
８
万
円

自
然
と
調
和
す
る
ま
ち
へ

（
環
境
共
生
・
循
環
型
社
会
の
構
築
）

● 

環
境
美
化
推
進
事
業　
　
　
　

５
４
６
万
円

● 

霞
ヶ
浦
浄
化
対
策
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
４
９
万
円

● 

水
の
路
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
６
２
万
円

● 

ご
み
減
量
・
資
源
化
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
５
８
万
円

● 

区
長
自
治
連
合
会
補
助
金　
　

２
１
８
万
円

●  

男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
０
万
円

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
め
ざ
し
て

（
行
財
政
改
革
の
推
進
）

● 

行
革
推
進
経
費  　
　
　

 　
　

１
０
３
万
円

● 

広
報
活
動
経
費　
　
　

 　
　

１
９
３
５
万
円

● 

行
政
評
価
制
度
導
入
支
援
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
０
万
円

● 

市
民
相
談
経
費   　
　
　
　

 　

２
７
５
万
円

人
を
育
む
ま
ち
へ

（
教
育
・
文
化
の
充
実
）

恋瀬川探検隊の様子

男女共同参画講演会の様子

協
働
で
歩
む
ま
ち
へ

（
住
民
と
行
政
と
の
協
働
）

雨にもかかわらず元気にスタートする参加者

積極的な子育て支援策を推進

平成19年度予算特集

● 

青
少
年
育
成
事
業    　
　

  　
　

７
６
７
万
円

● 

子
供
会
育
成
事
業　

        　

    

２
８
２
万
円

● 

体
育
振
興
活
動
経
費    　
　

１
４
４
２
万
円

● 

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
事
業　

   

５
４
７
万
円

● 

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業　

   

１
０
９
万
円

● 

ふ
れ
あ
い
交
流
事
業　
　
　

    

７
２
９
万
円

※
各
事
業
の
予
算
額
は
、
万
単
位
で
表
示
し
て

い
ま
す
。
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児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら

　

急
速
な
少
子
化
の
進
行
を
踏
ま
え
、
子
育
て

世
帯
な
ど
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

３
歳
未
満
児
の
養
育
者
に
対
す
る
児
童
手
当
の

額
を
、第
１
子
及
び
第
２
子
に
つ
い
て
倍
増
し
、

出
生
順
位
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
律
月
１
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
児

童
手
当
の
額
と
支
給
対
象
年
齢
、
所
得
制
限
限

度
額
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
０
歳
以
上
３
歳
未
満
の
児
童
の
養
育
者
に
対

す
る
児
童
手
当
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
》

第
１
子
、
第
２
子　

月
額 

５
千
円

第
３
子
以
降　
　
　

月
額  

１
万
円

第
１
子
、
第
２
子　

月
額 

１
万
円
（
倍
増
）

第
３
子
以
降　
　
　

月
額  

１
万
円（
変
更
無
）

《
３
歳
以
上
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
》

※
今
回
の
改
正
で
は
、
受
給
者
か
ら
手
続
き
を

行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
平
成
19
年

４
月
か
ら
、
３
歳
未
満
の
児
童
手
当
等
の
額
は

一
律
月
額
１
万
円
と
な
り
ま
す
が
、
３
歳
到
達

後
の
翌
月
か
ら
第
１
子
・
第
２
子
の
手
当
額
は

５
千
円
と
な
り
ま
す
。

【

現

行

】

【
改
正
後
】

　

☆
児
童
手
当
の
請
求
は
、
済
ん
で

　

い
ま
す
か
？

　

児
童
手
当
制
度
は
、
子
育
て
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
養
育

者
の
生
活
を
安
定
さ
せ
、
生
活
の
質
が
高
ま

る
よ
う
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

た
だ
し
、
養
育
者
か
ら
の
請
求
が
な
い
と

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
こ
ど
も
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
支
給
対
象
年
齢

　

12
歳
到
達
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
児
童
（
小
学
校
修
了
前
の
児
童
）

＊
た
だ
し
、
所
得
制
限
限
度
額
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
一
定
額
を
超
え
た
場
合
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

○
所
得
制
限
限
度
額

　

所
得
制
限
限
度
額
は
、
前
年
（
１
月
か
ら
５

月
ま
で
の
月
分
に
つ
い
て
前
々
年
）
の
所
得
額

で
判
定
し
ま
す
。
ま
た
、
所
得
に
は
一
定
の
控

除
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
所
得
制
限
限
度
額

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
支
給
額
お
よ
び
支
払
月

　

３
歳
未
満　
　
　
　
　
　

月
額
１
万
円

　

３
歳
以
上

　
　

第
１
子
・
第
２
子　
　

月
額
５
千
円

　
　

第
３
子　
　
　
　
　
　

月
額
１
万
円

＊
原
則
と
し
て
、
毎
年
２
月
、
６
月
、
10
月
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
注
意
事
項

　

こ
ど
も
福
祉
課
ま
た
は
総
合
支
所
市
民
窓
口

課
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）
に
て
、
申
請
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

手
当
は
、
請
求
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。

扶養親族等

の数

自営業者

（国民年金加入者）

サラリーマン

（厚生年金等加入者）

０人 460．0 532．0

１人 498．0 570．0

２人 536．0 608．0

３人 574．0 646．0

４人 612．0 684．0

５人 650．0 722．0

（単位：万円）

☆平成 19年度 所得制限限度額☆
■
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
福
祉
課

　
　
　
　
　
（
内
１
５
９
・
１
６
３
）

☆
不
妊
治
療
費
補
助
金

の
ご
案
内

　

市
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
た
方
に
治
療

費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

◎
対
象　

体
外
受
精
・
顕
微
授
精

◎
補
助
内
容　

１
年
度
あ
た
り
５
万
円
を
限

　

度
に
、
通
算
５
年
間
補
助
し
ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
方
（
次
の
す
べ
て
の
要
件
に

　

該
当
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
）

①
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た
夫
婦
で
、
夫
ま

　

た
は
妻
い
ず
れ
か
が
市
内
に
１
年
以
上
住

　

所
を
有
し
て
い
る
方

②
特
定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
法
に
よ
っ
て

　

は
、
妊
娠
の
見
込
み
が
極
め
て
少
な
い
と

　

医
師
に
診
断
さ
れ
た
方

③
茨
城
県
不
妊
治
療
費
補
助
事
業
に
よ
る
補

　

助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
て
い
る
方

④
夫
及
び
妻
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
、

　

７
３
０
万
円
未
満

⑤
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関
に
お
い
て
実
施

　

し
た
治
療
で
あ
る
こ
と

◎
申
請
に
必
要
な
書
類

①
不
妊
治
療
費
補
助
金
交
付
申
請
書

②
茨
城
県
不
妊
治
療
費
補
助
金
交
付
決
定
通

　

知
書
の
写
し

③
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
の
写
し

④
住
民
票
謄
本
（
概

お
お
むね

１
か
月
以
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

石
岡
市　

健
康
増
進
課

　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
２
４
・
１
３
８
６

　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
４
３
・
６
６
５
５
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ご
み
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

ご
み
減
量
補
助
制
度

　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ　
　

　

石
岡
市
に
は
、
ご
み
減
量
化
に
対
し
て
、

次
の
よ
う
な
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
生
ご
み
処
理
減
量
化
補
助
金

　

生
ご
み
処
理
容
器
お
よ
び
電
気
式
生
ご
み
処

理
機
を
購
入
し
た
場
合
、
予
算
の
範
囲
内
で
、

１
基
に
つ
き
代
金
の
３
分
の
１
（
１
０
０
円
未

満
切
捨
て
・
上
限
額
あ
り
）
の
補
助
金
が
出
ま

す
。

＊
た
だ
し
１
世
帯
あ
た
り
２
基
ま
で
。

内
容

☆
生
ご
み
処
理
容
器

　

上
限
額　
　

３
０
０
０
円

☆
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

　

上
限
額　

１
０
０
０
０
円

〈
申
請
時
に
必
要
な
も
の
〉

　

１
．
領
収
書　

　

２
．
印
鑑　

　

３
．
金
融
機
関
口
座
（
郵
便
局
以
外
で
、
領

　
　
　

収
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
の
口
座
）

＊
購
入
し
た
と
き
は
、
当
月
中
に
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
資
源
ご
み
回
収
事
業
補
助
金

〈
申
請
時
期
〉

　

９
月
中
と
２
月
中
の
年
２
回

※
申
請
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
登
録
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉

　

１
．
取
引
業
者
伝
票

　

２
．
団
体
の
代
表
者
印
鑑

　

３
．
団
体
ま
た
は
代
表
者
の
金
融
機
関
口
座

　
　
　

番
号
（
郵
便
局
以
外
）

☆
詳
し
く
は
、
環
境
対
策
課　

清
掃
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
役
所　

環
境
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
４
４
・
１
４
６
）

牛
乳
パ
ッ
ク
拠
点
回
収
の
お
知
ら
せ

　

石
岡
地
区
で
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
拠
点
回

収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

〈
回
収
場
所
〉

＊
市
役
所
本
庁
舎　

環
境
対
策
課

＊
石
岡
市
民
会
館

＊
国
府
地
区
公
民
館

＊
府
中
地
区
公
民
館

＊
東
地
区
公
民
館

＊
城
南
地
区
公
民
館

ご
み
集
積
所
看
板
を

　
　
　
　
　
　

配
布
し
ま
す

　

ご
み
集
積
所
看
板
を
次
の
各
窓
口
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
看
板
を
設
置
し
て
い
な
い
集

積
所
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

石
岡
地
区

　

市
役
所
本
庁
舎　

環
境
対
策
課

　
（
１
階
６
番
窓
口
）

八
郷
地
区

　

八
郷
総
合
支
所　

総
務
課

　
（
１
階
６
番
窓
口
）

※
ご
み
集
積
所
の
清
掃
・
管
理
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

＊
　

＊
　

＊
　

〈
出
し
方
〉

①
中
身
を
空
に
し
、
水
で
す
す
い
で
く
だ
さ
い

②
は
さ
み
で
、
切
り
開
い
て
く
だ
さ
い

③
乾
か
し
て
く
だ
さ
い

〈
回
収
で
き
な
い
も
の
〉

＊
内
側
が
銀
色
の
紙
パ
ッ
ク
（
ア
ル
ミ
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
も
の
）

＊
カ
ビ
や
汚
れ
の
あ
る
紙
パ
ッ
ク
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

　

＊
　

＊
　

＊
　

　

子
供
会
な
ど
の
団
体
が
、
廃
品
回
収
を
年
２

回
以
上
行
っ
た
場
合
、
予
算
の
範
囲
内
で
回
収

重
量
１
㎏
あ
た
り
４
円
の
補
助
金
が
出
ま
す
。

●補助金制度のご案内
 

商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
！

　

６
月
１
日
現
在
で
、
平
成
19
年
商
業
統
計
調

査
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

商
業
統
計
調
査
は
、
全
国
の
卸
売
・
小
売
事

業
所
を
漏
れ
な
く
調
査
し
て
、
我
が
国
の
流
通

産
業
構
造
や
商
業
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
・
市
区
町
村

に
お
け
る
商
業
の
育
成
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
な
ど
の
施
策
や
計
画
を
立
案
す
る
た
め
の
基

礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

５
月
下
旬
、
調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
を
お

願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

記
入
後
は
調
査
員
が
収
集
に
う
か
が
い
ま

す
。

☆
な
お
、
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計
法
に

よ
り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
、
統
計
上
の
目
的

以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

■
問
い
合
わ
せ　

　

市
役
所  

企
画
課
統
計
担
当
（
内
２
２
２
）

　　
◎
卸
業
・
小
売
業
の
皆
さ
ま
へ

９　広報いしおか　№３８



まちの
話題
できごと

まちの
話題
できごと

黄
色
い
帽
子
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た　

　

ひ
た
ち
野
農
業
協
同
組
合
（
坂
本 

馨

組
合
長
）と
、や
さ
と
農
業
協
同
組
合（
田

村
和
夫
組
合
長
）
か
ら
、
市
内
の
小
学

校
に
入
学
す
る
新
一
年
生
に
、
交
通
安

全
の
黄
色
い
帽
子
が
８
１
７
個
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
黄
色
い
帽
子
は
「
子
ど
も
た
ち

が
交
通
事
故
に
あ
わ
ず
に
元
気
に
通
学

で
き
る
よ
う
に
」
と
の
願
い
を
込
め
て
、

毎
年
、
新
入
生
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
帽
子
は
、
各
学
校
の
入
学

式
の
日
に
新
入
生
に
手
渡
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
、
市
内
各
地
で
黄
色
い
帽
子
を
か

ぶ
っ
た
新
一
年
生
が
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
て
通
学
し
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
黄
色
い
帽
子

を
見
か
け
た
ら
、
安
全
運
転
を
お
願
い
し

ま
す
！

　

そ
し
て
、
３
月
４
日
の
当
日
は
第

１
部
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
大
勢

の
招
待
者
と
保
護
者
を
迎
え
て
、
50

周
年
を
祝
う
式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
全
児
童
64
人
が
心
を

一
つ
に
し
て
発
表
し
た
呼
び
か
け
や

合
唱
奏
「
八
木
節
」
が
、
会
場
に
い

た
人
々
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
最

後
に
は
、
昭
和
44
年
に
制
定
さ
れ
た

「
校
歌
」
を
全
員
で
歌
い
、
式
典
が

終
わ
り
ま
し
た
。　

　

第
２
部
で
は
関
川
小
に
以
前
勤
務

さ
れ
て
い
た
平
田
壽
一
先
生
の
制
作

に
よ
る
「
希
望
の
像
」
の
除
幕
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

第
３
部
で
は
茨
城
県
警
察
音
楽
隊

に
よ
る
演
奏
会
が
開
か
れ
、
会
場
が

一
体
と
な
っ
て
、
楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

▲記念碑「希望の像」除幕式

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て
！

　

３
月
27
日
、
石
岡
地
区
交
通
安
全
協
会(

川

村
博
会
長
）
か
ら
、
市
内
小
学
校
の
新
一
年
生

に
黄
色
い
交
通
安
全
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
と
保　
　

護
者
向
け
チ
ラ
シ
が
、
新
二
年
生
に
は
ラ
ン
ド

セ
ル
用
反
射
材
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
、
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
や
地
域
の
皆
さ
ん
、
黄
色
い
ラ

ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
や
反
射
材
を
見
か
け
た
ら
、

や
さ
し
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

昭
和
32
年
に
、
井
関
小
学
校
と
石

川
小
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
関
川
小

学
校
が
現
在
の
場
所
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
50
年
、
防
音
の
校

舎
を
新
築
し
、
運
動
場
も
拡
張
し
、

ド
ー
ム
型
の
プ
ー
ル
も
で
き
て
、
今

の
姿
と
な
り
ま
し
た
。「
花
と
緑
の

環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
、
今

年
度
も
「
茨
城
県
教
育
長
賞
」
を

受
賞
し
、「
花
つ
く
り
は
人
つ
く
り
」

の
実
践
校
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

   

創
立
50
周
年
記
念
事
業
に
当
た
っ

て
は
、
１
年
前
か
ら
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
成
功
に
向
け
て
頑
張
っ
て

き
ま
し
た
。

関
川
小
学
校
創
立
50
周

年
記
念
事
業
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
！

中
央
図
書
館
、
ひ
ま
わ

り
の
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設

置
　

３
月
23
日
、
石
岡
市
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
（
佐
野
純
治
会
長
）
で
は
、

結
成
40
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）２
セ
ッ
ト
を
石
岡
市
に
寄
贈
し
、

ひ
ま
わ
り
の
館
・
中
央
図
書
館
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
期
の
除
細
動
が
実
現
す
れ
ば
、

突
然
の
心
停
止
か
ら
の
救
命
率
が
向

上
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
の
館

▲中央図書館

▲

広報いしおか　№３８　１０

▲坂本組合長（左）より帽子が寄贈
されました

▲田村組合長（左）より帽子が寄贈
されました



　

葦
穂
小
の
櫻
井
さ
ん

　

ク
ミ
ア
イ
プ
ロ
パ
ン
絵
の
コ
ン
ク

　

ー
ル
で
入
賞

　

葦
穂
小
６
年
（
受
賞
時
５
年
）
の

櫻
井
歩
美
さ
ん
が
、
全
国
農
業
協
同

組
合
連
合
会
主
催
の
第
22
回
ク
ミ
ア

イ
プ
ロ
パ
ン
絵
の
コ
ン
ク
ー
ル
高
学

年
の
部
で
二
席
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

櫻
井
さ
ん
は
、
夏
に
な
る
と
家
族

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
そ
う
で

す
。
こ
の
絵
は
、
そ
の
時
の
こ
と
を

ヒ
ン
ト
に
し
て
描
い
た
と
の
こ
と
で

す
。

　
＊
葦
穂
小
学
校
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
結
果

の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

入
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！　

　
　
　
　

　
　

　

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
は
、

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
よ
う
と
花

い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
市
内
の
小
学
校
卒
業
生
８
５
４

名
に
卒
業
記
念
と
し
て
ア
メ
リ
カ
原

産
バ
ラ
科
の
植
物
ジ
ュ
ー
ン
べ
リ
ー

の
苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

３
月
13
日
に
成
島
園
長
が
市
役
所

で
横
田
市
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

苗
木
は
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
内
に

あ
る
30
本
の
ジ
ュ
ー
ン
ベ
リ
ー
の
木

か
ら
、
職
員
が
種
子
を
取
り
育
て
た

も
の
。
４
月
上
旬
に
は
白
い
花
が
咲

き
、６
月
に
は
赤
い
実
を
結
び
、ジ
ャ

ム
な
ど
に
加
工
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
今
後
も
引
き
続

き
行
わ
れ
る
予
定
で
、
サ
ク
ラ
の
あ

と
白
い
ジ
ュ
ー
ン
ベ
リ
ー
の
花
が
市

内
を
彩
る
日
が
楽
し
み
で
す
ね
。

大
事
に
育
て
て
ね

▲市長に目録を渡す成島園長

石
岡
の
大
空
を
満
喫

３
月
17
日
か
ら
21
日
に
か
け
て

（
社
）
日
本
ハ
ン
グ
パ
ラ
グ
ラ
イ
デ

ィ
ン
グ
連
盟
主
催
の
「
２
０
０
７
ハ

ン
グ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
日
本
選
手
権

in
石
岡
」
が
、
八
郷
地
区
板
敷
エ
リ

ア
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は

日
本
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
フ
ラ
イ

ヤ
ー
が
集
ま
り
、
日
本
一
を
か
け
て

石
岡
の
空
を
舞
い
ま
し
た
。

大
会
期
間
中
の
天
候
は
非
常
に

厳
し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま

し
た
が
、
大
会
最
終
日
は
天
候
に
恵

ま
れ
、
鬼
怒
川
方
面
ま
で
の
往
復
80

㎞
に
も
お
よ
ぶ
コ
ー
ス
で
競
技
が
行

れ
ま
し
た
。

市
内
の
中
学
校
で
卒
業

式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

３
月
10
日
、
市
内
の
中
学
校
８
校

で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
８
０
７
名
が

卒
業
し
ま
し
た
。

　

八
郷
南
中
学
校
で
も
、
市
長
を
は

じ
め
多
く
の
来
賓
や
保
護
者
が
見
守

る
な
か
で
、
47
名
の
生
徒
が
卒
業
式

を
迎
え
ま
し
た
。

　

大
山
校
長
先
生
は
、
卒
業
生
へ
の

は
な
む
け
の
言
葉
と
し
て
「
作
家
三

浦
綾
子
さ
ん
が
そ
の
著
書
の
中
で
記

し
た
『
人
間
の
一
番
の
勉
強
は
、
困

難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
だ
』
と
い
う

言
葉
を
胸
の
片
隅
に
と
ど
め
、
困
難

に
く
じ
け
ず
力
強
く
人
生
に
向
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
の

式
辞
を
卒
業
生
に
贈
り
ま
し
た
。▲八郷南中学校の卒業式風景

さ
す
が
日
本
を
代
表
す
る
フ
ラ
イ

ヤ
ー
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
は
驚
嘆
し
ま

す
。岐

阜
県
か
ら
参
加
し
た
女
性
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、「
板
敷
エ
リ
ア
に

来
る
の
は
今
回
を
含
め
５
回
目
に
な

り
ま
す
が
、
こ
こ
の
魅
力
は
何
と
い

っ
て
も
ビ
ッ
ク
フ
ラ
イ
ト
が
期
待
で

き
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。
今
回
は
厳
し

い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
石

岡
の
空
を
十
分
楽
し
ん
で
い
き
ま

す
」
と
話
し
、
大
空
へ
と
飛
び
出
し

て
い
き
ま
し
た
。
４
月
に
は
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
開

催
が
決
定
し
て
お
り
、
ス
カ
イ
レ
ジ

ャ
ー
に
お
け
る
「ISH

IO
KA

」
の
名

は
日
本
か
ら
世
界
へ
と
大
き
く
羽
ば

た
い
て
い
き
ま
す
。

鳥
に
な
っ
た
瞬
間

▲

コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
た

　
　

櫻
井　

歩
美
さ
ん

▲
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３
月
26
日
、
国
民
宿
舎
つ
く
ば
ね
で
、「
石
岡
市
区
長

自
治
連
合
会
」
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
石
岡
市
区
長
自
治
連
合
会
」
は
「
石
岡
市
自
治
会
連

合
会
」（
旧
石
岡
市
地
区
）
と
「
石
岡
市
八
郷
地
区
区
長

連
合
会
」（
旧
八
郷
町
地
区
）
が
一
本
化
さ
れ
も
の
で
、

市
全
域
の
各
区
域
の
代
表
者
（
区
長
）
に
よ
り
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
初
代
会
長
に
は
、
櫻
井
量
一
郎
氏
が
就

任
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
が
、
市
民
と
市
行
政
機
関
と
を
結
ぶ
パ
イ

プ
役
と
し
て
活
躍
し
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

石
岡
市
区
長
自
治
連
合
会
の
設
立
総
会
を
開
催

　毎日の暮らしの中で、困っていること、悩んでいることなど、気軽にご相談ください。
　＊　行政相談所に関する問い合わせ
　　　　市役所秘書広聴課　☎23-1111　内線210
　＊　行政相談委員に関する問い合わせ
　　　　総務省茨城行政評価事務所行政相談課　☎029-221-3347（代）　　　

小口　利夫さん（☎22－2689） 鈴木　幸子さん（☎43－0250） 惣野代　悌孝さん（☎26－4657）

　行政相談委員は、皆様の相談相手として、行政サービスに関する苦情、行政の仕組みや手続きに関する相談など
を受け付け、その解決のための助言や関係機関に対する通知などの仕事を行います。

石
岡
市
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
が

　

市
内
全
域
で
運
行
！

　

４
月
２
日
、
八
郷
商
工
会
駐
車
場
に
お
い
て
、
石
岡
市
乗
合
い

タ
ク
シ
ー
（
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
）
の
開
通
式
が
行
わ
れ
、
市
内

全
域
を
対
象
と
し
た
本
格
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

電
話
で
予
約
す
れ
ば
自
宅
や
指
定
場
所
へ
送
迎
し
て
く
れ
る
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る
（
株
）
ま
ち
未
来
い
し
お
か
の
大

和
田
達
郎
社
長
は
、「
昨
年
の
10
月
か
ら
石
岡
地
区
で
試
験
運
行

を
行
い
、
３
月
末
に
は
利
用
者
が
１
、０
０
０
人
を
超
え
、
今
後

も
多
く
方
の
利
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
今
回
の
エ
リ
ア
拡
大
に
よ

り
、
地
域
交
通
の
問
題
解
消
や
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
本
格
運
行
に
よ
り
、
お
年
寄
り
、
子
ど

も
た
ち
の
移
動
手
段
の
確
保
や
交
通
空
白
域
の
解
消
、
さ
ら
に
は

市
民
の
交
流
が
お
お
い
に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

予
約
は
「
ま
ち
な
か
中
継
セ
ン
タ
ー
」　

☎
２
３
・
５
５
０
０
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わたしのまちの、行政相談委員さんです
　平成19年4月1日、次の方が総務大臣から行政相談委員として委嘱されました。



市長へのたより
あなたの声を市政に！

　石岡市では、より多くの皆様の建設的なご提案やご意見をまちづ

くりに反映させたいと考えています。

　日ごろ考えていること、感じたことを気軽にお寄せください。

石岡市長　横田凱夫

承　認
石　岡　局

料金受取人払
978513 0

石
岡
市
石
岡
三
一
六
五
番
地
二

石
岡
市
長

横
　

田
　

凱
　

夫
行

差出有効期間
平成20年4月
30日まで

切
手
を
貼
ら
ず
に
こ
の
ま
ま

郵
便
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
下
さ
い
。

市長へのたより

あなたの声を市政に！
市長へのたより

●石岡市では、より多くの皆さんのご意見をお聞
　きして市政に反映させたいと考えています。
　あなたの市政全般に対するご意見やご要望、ご
　提案などをお寄せください。
●ご提案いただいた方の個人情報は一切公表しま
　せん。
●ご提案された内容と回答の概要については、広
　報紙等で公表させて頂くことがあります。

封筒のつくり方

①切り取り線に
　沿って紙面か
　ら切り取り、
　この面が外側
　になるように
　中央を折りま
　す。

②あて先を下に
　して、のりし
　ろを図のよう
　に貼り合わせ
　ます。

③切手を貼らず
　そのままお近
　くのポストへ
　投函してくだ
　さい。



承　認
石　岡　局

料金受取人払
978513 0

石
岡
市
石
岡
三
一
六
五
の
二

石
岡
市
長

横
　

田
　

凱
　

夫
行

差出有効期間
平成19年4月
30日まで

切
手
を
貼
ら
ず
に
こ
の
ま
ま

郵
便
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
下
さ
い
。

市長へのたより

あなたの声を市政に！

●石岡市では、より多くの皆さんのご意見をお聞

　きして市政に反映させたいと考えています。

　あなたの市政全般に対するご意見やご要望、ご

　提案などをお寄せください。

封筒のつくり方

①切り取り線に
　沿って紙面か
　ら切り取り、
　この面が外側
　になるように
　中央を折りま
　す。

②あて先を下に
　して、のりし
　ろを図のよう
　に貼り合わせ
　ます。

③切手を貼らず
　そのままお近
　くのポストへ
　投函してくだ
　さい。

〒

あなたの

住　　所

職　　業 電話番号

※必ずご記入下さい。

の　　り　　し　　ろ

の
　
　

り
　
　

し
　
　

ろ

の　　り　　し　　ろ

お 名 前 男・女　　   歳

こ
の
線
に
沿
っ
て
内
側
に
折
り
た
た
ん
で
下
さ
い
。

わたしの提言

市の木　しい 市の花　ゆり 市の鳥　ひばり

　法律相談（毎月第 1,2,3,4 火曜日　午後 1時〜午後 4時　1人 30 分以内・要電話予約）

　行政相談（5,7,9,10,11,1,3 月の第２金曜日　午後１時〜午後３時）

　女性のための困りごと相談（毎週木曜日　午後 1時 30 分〜午後 4時　要電話予約）

　消費生活相談（閉庁日を除く毎日　午前 10 時〜正午 ,午後 1時〜午後 4時 30 分）

　市民相談（閉庁日を除く毎日　午前 8時 30 分〜午後 5時 30 分）

　広報「いしおか」毎月 1日号と 15 日号を発行しています。

  「石岡市ホームページ」随時、市政に関する情報を掲載しています。

　http://www.city.ishioka.lg.jp/

  「石岡市メールマガジン」毎週水曜日に市政に関する情報をお届けします。

　　　　　　　　　　　　 登録方法は市ホームページから

　問い合わせ　市役所　秘書広聴課@23－1111（内線 212）

市が行っている主な無料相談は

市からのお知らせは



シリーズ　⑰

がんばってま～す

　今月は、ボランティア活動をされている「いきいきひ

まわり会」を紹介します。ボランティアセンターを訪問

し、サークル長の諏訪部寅三さんと会員の方にお話を伺

いました。

◆
３
級
ヘ
ル
パ
ー
研
修
が
始
ま
り

石岡市ボランティア連絡協議会

いきいきひまわり会

　
「
い
き
い
き
ひ
ま
わ
り
会
」
は
、
平
成
16

年
８
月
に
市
役
所
主
催
の
第
１
回
「
い
き
い

き
３
級
ヘ
ル
パ
ー
研
修
」
の
受
講
者
33
名
で

発
足
し
た
会
で
す
。
研
修
最
終
日
に
「
こ
の

ま
ま
分
か
れ
て
し
ま
う
の
が
寂
し
い
の
で
、

会
員
相
互
間
の
親
睦
を
図
り
、
時
間
的
余
裕

の
あ
る
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
会

を
作
ろ
う
」
と
の
呼
び
か
け
で
、
全
員
参
加

で
発
足
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

発
足
し
た
当
時
、
中
学
生
や
高
校
生
だ
っ

た
会
員
が
現
在
役
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
会
員
は
高
校
生
・
大
学
生
・
60
歳
以
上

の
者
で
す
が
、
一
年
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
る
の
は
主
に
60
歳
以
上
の

方
で
す
。
高
校
生
や
大
学
生
は
、
土
日
や
夏

休
み
、
冬
休
み
な
ど
の
休
み
を
利
用
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
た
い
と
、

平
成
17
年
４
月
に
石
岡
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
に
加
入
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
と
し
て
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。　

　

活
動
内
容
は
、

①
地
域
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
訪
問

活
動
（
町
内
会
の
協
力
の
も
と
月
２
回
訪
問

に
よ
る
声
か
け
）

②
社
会
福
祉
協
議
会
関
係
の
行
事
へ
の
参
加

と
介
助　

③
福
祉
施
設
な
ど
の
行
事
へ
の
参
加
と
介
助

④
月
１
回
程
度
の
ふ
れ
あ
い
交
流
の
手
伝
い

な
ど
が
主
な
活
動
で
す
。

　

ま
た
、
対
外
的
な
活
動
も
し
て
お
り
、
昨

◆
よ
り
充
実
し
た
会
の
実
現
を

　

こ
の
会
は
、
今
年
の
８
月
に
４
年
目
を
迎
え

ま
す
。
今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
く
う
え
で
、

専
門
機
関
と
の
連
携
や
、
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
こ
と
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
会
員

相
互
の
親
睦
を
大
切
に
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
ど
の
よ
う
に
調
和
さ
せ
て
い
く
か
を
考
え

な
が
ら
、よ
り
充
実
し
た
会
の
実
現
に
向
っ
て
、

飛
躍
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

年
10
月
28
日
に
は
、
美
浦
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
各
代
表
と
の
交
流
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
情
報
交
換
、
活
動
状
況
、
今
後
の
動

向
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、
見

聞
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義

な
交
流
会
で
し
た
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問
す

る
活
動
で
は
、
相
手
の
方
が
と
て
も
喜
ん
で
く

れ
ま
す
。
次
に
訪
問
す
る
日
を
告
げ
る
と
、
忘

れ
な
い
よ
う
に
す
ぐ
に
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
し
を

つ
け
て
く
れ
る
ん
で
す
。
訪
問
す
る
日
も
、
朝

か
ら
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
す
。ま
た
、

お
話
し
を
し
て
い
る
と
き
に
は
、
と
び
っ
き
り

の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
そ
ん
な

時
「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
は
、
話
し

相
手
を
求
め
て
い
る
な
あ
…
…
」
と
実
感
し
ま

す
。
と
同
時
に
、
こ
の
活
動
の
大
切
さ
を
改
め

て
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
訪
問
を
待
っ
て
い
る

方
が
い
る
か
ぎ
り
、
こ
の
活
動
を
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

◆
高
齢
者
は
話
し
相
手
を
求
め
て
い
る

　

高
校
生
や
大
学
生
の
会
員
た
ち
は
、
施
設
な

ど
の
行
事
に
参
加
し
た
り
介
助
し
た
り
し
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
、
入
所
者
の
方
々
は
、
元
気

に
働
く
彼
ら
を
見
な
が
ら
「
い
て
く
れ
る
だ
け

で
元
気
に
な
る
」
と
い
っ
て
く
れ
ま
す
。
彼
ら

も
と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
す
。

▲

高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問
し
て
い
る
諏
訪

部
さ
ん(

右)

と
小
松
崎
さ
ん
（
左
）

▲「いきいき3級ヘルパー研修」の終了時。この後、
　会を発足しました。

　

ま
た
、
色
々
な
福
祉
活
動
を
し
て
い
て
「
あ

り
が
と
う
」
の
言
葉
を
掛
け
て
も
ら
っ
た
と
き

や
、
相
手
の
方
の
心
か
ら
の
「
笑
顔
」
を
見
た

と
き
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
や
っ
て
い
て

本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。
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